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研究成果の概要（和文）：日中豪三国の研究大学における学修支援システムを比較検討し、研究に多大なプレッ
シャーがかかる研究大学の教員に対して、大学としてどのような学修支援システムが用意されているのかを比較
検討した。中豪いずれにおいても、研究大学であるだけに、世界各国から入学してくる留学生が増加している。
これら留学生はいかに優秀とはいえ、やはり様々なサポートを必要としている。日中豪いずれも学修支援に加え
て心理的支援、経済的支援のシステムを構築しようとしているが、留学生の多い中豪両国の場合、特に留学生に
特化したシステムが構築されている点が大きな特徴であると考えられ、今後の日本の研究大学にとって課題とな
ると考えられる。

研究成果の概要（英文）：I have examined learning support systems of famous research universities in 
Japan, China, Hong Kong and Australia with comparative method. As a result, I have found that all of
 these universities of three countries have tried to establish support systems especially for 
foreign students, but all of them are suffering financial problems.   
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は一般的な学修支援を論じたものではなく、研究のプレッシャーが教員に大きくかかる研究大学におい
て、いかに学修支援システムを構築していくのが望ましいかを検討したものである。その結果、中国とオースト
ラリアの研究大学では留学生（大学院生を含む）のサポートシステムの充実に注力していることが明らかになっ
た。ことにオーストラリアでは「大学教育」は重要な輸出品目であり、より多くの留学生の獲得を巡り、他のア
ングロ＝サクソン諸国と競合しているため、中国、インド、インドネシアを中心に留学生獲得のためにサポート
システムの充実を訴えていることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 現在、研究大学では目減りしていく研究費の獲得を目指し、日々研究を巡る競争が激化してい
る。しかし、その一方で、教育を巡る担当量が増し、教育のプレッシャーも教員に相当のしかか
っている。その中で研究大学は、どのように学修支援システムを構築しているのかを、留学生の
獲得に積極的な中国（香港を含む）、オーストラリアの二か国との比較を通じて明らかにしよう
とした。 
 
 
 
２．研究の目的 
 現在、学部・大学院ともに教育の質保証の観点から授業及び学生への個別指導をしっかりと行
い、学修支援のシステムをしっかりと構築する必要に迫られている。当然、このプレッシャーは
すべての大学にかかるのであるが、ことに研究大学においては、研究費の獲得を巡り研究のプレ
ッシャーも大きくなっており、大きな葛藤が生じていると考えられる。このような状況の中、研
究大学ではどのようにこの葛藤を解消しようとしているのか、中国、オーストラリアの研究大学
との比較を通じて日本の研究大学の特色と課題を明らかにすることが本研究の目的である。香
港についてはアンブレラ革命の直前に訪問し、調査を終えていたが、中国本土からの「留学生」
が多く、しかし、彼ら/彼女らの多くが広東語を十分に理解できないという問題があり、学修支
援をどのようにしているのかを検討しようとした。また、オーストラリアにおいては、留学は国
家にとって重要な「輸出品目」、外貨獲得の手段であり、留学生が多く、しかも調査開始時には
増加していた。これらの留学生に対する学修支援システム、それからドメスティックな地元から
の進学者に対する学修支援システムをいかに整備しているのかを検討しようとした。それらを
もとに日本の学修支援システムの特徴と課題を明らかにすることが本研究の目的である。 
 
 
 
３．研究の方法 
日本はもちろん、中国、香港、オーストラリアの研究大学等を訪問調査し、学修支援システム

の構築法・内容を比較検討する。日本については特に北海道大学、東北大学、九州大学、長崎大
学を取り上げ、中国は中国本土と香港の双方において、北京大学、北京外国語大学、北京交通大
学、大連海洋大学、香港中文大学などを訪問する予定であった。オーストラリアについてはメル
ボルン大学を対象とした。これら以外の中豪の研究大学については、オンラインでの関係者への
インタビューや文献調査で補うこととした。 
 しかし、残念ながら中国に関しては、大連は訪問できたものの、北京についてはコロナ禍のた
め、十分な調査ができなかった。二年間研究期間を延長し訪問の機会を得ようと努力したものの、
渡航費が高騰したうえに、ビザが必要になったため、研究継続を断念せざるを得なかった。 
 
 
 
４．研究成果 
 2020 年度までの研究成果については、2020 年 9 月に刊行した拙著『「大学教育と社会」ノート
－高等教育論への誘い－』（学文社刊）の第Ⅱ部にまとめた。その後の研究成果については、コ
ロナ禍のため日本に研究対象を絞り、濱中淳子（研究代表者）「基盤研究(B)現代日本における『大
学生の学習行動』に関する総合的研究」（研究課題／領域番号 20H01647）2020 年度～2023 年度 
による研究成果と合わせて、山内乾史・葛城浩一（近刊）「キャリアを重視する―中堅大学生の
学び―」濱中淳子・葛城浩一編（近刊）『学生たちの学びのリアル（仮）』勁草書房にまとめた。
この近刊の論文においては、研究大学を取り扱ったものではないけれども、大学院の後期課程を
有する私立中堅大学において、研究活動が学生からはどのようにみられているのか、教員の教育
への取り組みはどのようにみられているのかを検討した。 
 中国やオーストラリアと比較して日本の学修支援システムの多くは、日本人がターゲットに
なっているものが目立つ。つまり、留学生の支援がかなり手薄になっている。運営費交付金、研
究費が潤沢な研究大学においてさえ、そうであり、文献調査の限りでは一部の「国際」を看板と
する大学を除いてまだまだ留学生の支援は不十分であるといえる。今後、留学生の獲得に力を入
れていくという方針が揺るがないものとするならば、留学生に対する支援の充実が必要なので
はないだろうか。 
 また日本人学生に対する支援においても、オンラインによる相談システム・学習システムの導
入など、コロナ禍を受けて注目すべき進展はあったけれども、組織が特定個人を中心に運営され
ているケースが多くみられ、その特定個人が転出や退職ということになると、たちまち機能不全



に陥るという問題があり、サステナビリティの点から問題があることが明らかになった。 
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